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第２回

大学教育と卒後教育を切れ目なく実施
　前回は、世界的な状況から見た日本
の薬局、薬剤師の現状について紹介し
ました。今回は薬学教育の考え方につ
いて考えたいと思います。
　皆さんは、大学の講義などで GIO（一
般目標）や SBOs（行動目標）という
言葉を耳にしたことがあると思いま
す。６年制の薬学教育にはコアカリキ
ュラムが定められており、身に付ける
べき GIO とそれに含まれる SBOs が設
定されています。GIO に定義された
SBOs が全て達成できると GIO に示さ
れた目標が達成できるコンセプトで組
み立てられています。全ての GIO を
達成すると薬剤師となるのに必要な知
識・技能・態度が身に付けられる、と
説明されていると思います。
　薬剤師になっても最新の医療環境に
適応するには日々の研鑽は必須であ
り、卒後教育の重要性も理解いただけ
ると思います。だとすれば、大学教育
と卒後教育の関連性が重要になってく
ると思います。日本では大学での薬学
教育と卒後教育は別々に考えられるこ

とが多いと思いますが、世界的には大
学教育と卒後教育（CPD：Continuing 
Professional Development）は切れ目
なく連続的に実施されるべきと考えら
れるようになってきています。
　その前に、薬剤師として働くことが
できるまでの手続きを紹介しておきま
しょう。国によって制度が違いますの
で一概に述べることはできませんが、
大雑把にいえば、薬学部を卒業する→
薬剤師の国家試験に合格する→なんら
か の 訓 練 を 受 け て 登 録 薬 剤 師

（Registered Pharmacist）となる→薬
剤師として働き始める。→卒後教育を
受けてスキルアップを図りつつ登録
薬剤師を維持する、というシステムで
薬剤師としてのスキルを高めていきま
す。
　もちろん、薬剤師になった後は自分
でスキルアップするために努力する必
要がありますが、努力しなければなら
ないシステムになっていると言っても
よいでしょう。
　大学での薬学教育と卒後教育を合わ

せて薬剤師教育と考えるとき、積み上
げ方式のG I O ／S B O sの考え方では薬
剤師教育全体をモデル化することは難
しいと考えられるようになってきてい
ます。すなわち一つひとつの知識、技
能、態度は備わっているが、必要な時
に自ら考えて必要な行動がとれなけれ
ば、それらの知識、技能、態度は十分
には役に立ちません。
　そこで、教育によってどのような行
動をとることができるようになったか
という、行動で評価するOBE（Outcome 
Based Education）という考え方が採
用されるようになってきました。ここ
でいう行動とは、言われてできる（こ
れは態度として評価されます）のでは
なく、自ら考えて適切な行動をとるこ
とができる行動、として捉えられま
す。

　このような、薬剤
師として必要な総合
的な能力（知識、技
術、態度、行動）を
コンピテンシーとい
う考え方で、薬剤師
教育をモデル化され
るようになってきま
した。
　コンピテンシーと
いう用語をインター
ネットで検索すると
ビジネス用語、ある
いは職能教育の用語
として紹介されてい
ることが多いようで
す。薬剤師教育の中
で使われているコン
ピテンシーという用
語は職能教育におけ

る意味に近い感じがしますが、少しニ
ュアンスが異なるようにも思います。
　コンピテンシーという考え方は、な
かなか日本語になりにくいイメージで、

「能力」という使われ方をすることも
ありますが、「薬剤師として職能を発
揮する必要がある場面に遭遇した時に
は、コンピテンシーが備わっていれば、
指示されなくても、適切な行動がとれ
る」といった感じに近いかもしれませ
ん。コンピテンシーという概念は分か
りにくいので、ここでは、コンピテン
シー（能力）と表現することにします。
　薬剤師に求められるコンピテンシー

（能力）は、薬剤師としての経験によ
って変化します。国家試験を合格した
ばかりの薬剤師と10年間の経験のあ
る薬剤師では求められるコンピテンシ
ー（能力）が異なるのは当然ですよね。
コンピテンシー（能力）は様々な要素
から成り立つと考えられており、薬剤
師としての経験によって、具体的にで

きる内容は異なってきます。
　薬剤師のコンピテンシーは多岐にわ
たりますので、コンピテンシーフレー
ムワークとして薬剤師教育をモデル化
している国にはイギリス、オーストラ
リア、カナダが比較的よく知られてい
ますが、これ以外にもあります。

　コンピテンシーとは教育の中で、ど
のような位置づけになっているかを紹
介したいと思います。
　薬剤師の職能を考えたとき、コンピ
テンシー（能力）はどのように定義さ
れるのでしょうか。図に示すように、
社会の中で薬剤師に求められるニーズ
があります。国によって社会保障制度
は異なりますから薬剤師に求められる
ニーズは国によって異なるでしょう。
また、同じ国でも地域によって（日本
でも都会と地方）異なるでしょう。そ
のニーズに応えるために、薬剤師が提
供すべきサービスが決まってきます。
サービスを提供するのに必要な 「能
力」がコンピテンシー（能力）になり
ます。
　薬剤師（薬学生）に必要なコンピテ
ンシー（能力）をつけるための教育が
提供されます。その教育により地域ニ
ーズに応えることができたかどうかに
より教育の質保障を行う、というサイ
クルがF I Pで提唱している薬学教育の
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考え方です。この「薬剤師教育が社会
のニーズに応えられたかどうかで評価
する」という考え方は前にお話しした
OBEの考え方と一致しています。
　では、コンピテンシーにはどのよう
な要素があるか見てみましょう。これ
はカナダの例ですが、他の国でも大体
似たような構成になっています。
1. 倫理、法律、職業上の責任
　薬剤師は法的で定められた範囲内で
業務に従事し、専門職としての職能を
発揮し、業務の職能規範（Professional 
Standard）、倫理コード、政策を守る。
2. 患者のケア
　薬剤師は、患者または他の医療従事
者と協力し、患者の健康の目標を達成
するために、患者の健康と薬に関わる
要求を満たす。
3. 医薬品の供給
　薬剤師は、患者にとって安全で、適
切で、正確な医薬品の供給を確保する。
4. 実務環境
　薬剤師は、安全で、効果的で、効率

「ニーズへの対応」が教育の質保証

的な患者のケアを確保する目的のため
に実務環境を監督する。
5. 健康促進
　薬剤師は、患者、地域住民、人々の
健康を増進し、健康な生活を送るため
に専門知識を使う。
6. 知識と研究への応用
　薬剤師は、安全かつ有効な患者ケア
を確保することを目的とし、業務の範
囲内でエビデンスに基づいた情報によ
る判断をするために、関連した情報に
アクセス、検索し、批判的に吟味し、
適応する。
7. コミュニケーションと教育
　薬剤師は患者、薬局チーム、他の医
療従事者、市民と効果的に情報交換し、
必要であるとき、教育を提供する。
8. 職種内・専門職種間の協力
　薬剤師は、包括的なサービスの提供
に協力し、資源を効率よく使用して、
患者の健康の目標を達成するためにケ
アの継続性を確保するために、薬局チ
ームと他の医療専門職と協力して働
く。
9. 品質と安全
　薬剤師は、品質と安全を推進する政
策、手順、活動を発展、実行、評価す
るために共同して働く。
　――などが挙げられています。一つ
ひとつのコンピテンシーには、さらに
具体的な行動が定義されています。
　カナダでは、薬剤師が実務に携わる
ためのコンピテンシーと、テクニシャ
ンが実務に関わるためのコンピテンシ
ーが別々に定義されています。二つを
比較すると薬剤師に求められているコ
ンピテンシー（能力）はどのようなも
のかを考えるよい資料になると思いま
す。インターネット経由で入手できま
すので読み比べてみてはいかがでしょ
うか？

　次回は、教育の質をどうやって評価
しようとしているかを考えてみたいと
思います。

　薬剤師のコンピテンシー
　http://napra.ca/Content_Files/Files/
Comp_for_Cdn_PHARMACISTS_at_
EntrytoPractice_March2014_b.pdf

　薬剤テクニシャンのコンピテンシー
　http://napra.ca/Content_Files/Files/
Comp_for_Cdn_PHARMTECHS_at_
EntrytoPractice_March2014_b.pdf


